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富士未来学Ⅰ「データ分析講座Ⅰ」中学１学年
度数分布表やヒストグラム、箱ひげ図を活用したデータ分析の手
法を学習しました。また、散らばりの度合いを表す分散や標準偏
差も学び、手計算で値を求めました。
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サイエンスアカデミー
キャンプ

夏季休業日の期間にサイエンスアカデミーキャンプを実施
しました。また、ＳＳＨ生徒研究発表会や中学生科学コン
テストなどに参加して、多くの生徒が活躍しています。富
士未来学Ⅳでは、ミニ探究（物理・化学）に挑戦しました。

富士未来学Ⅲ「データ分析講座Ⅲ」中学３学年
記述統計と推測統計の違い、正規分布、標準化など、高校２学年で

学習する内容を先取りして学びました。難しい内容でしたが、相談

しながら練習している姿が見られました。

富士未来学Ⅱ「データ分析講座Ⅱ」中学２学年
相関関係と共分散の符号の関係を学び、実際に計算をして確か
めました。また、データから相関係数を求め、その値から相関
関係を考えました。

サイエンスアカデミーキャンプ
「よく飛ぶ翼をデザインしよう」
講師 東京大学生産技術研究所 准教授 川越至桜先生

８月２７日（火）と２８日（水）の２日間、本校にてサイエン
スアカデミーキャンプを実施しました。最終日の午後はグルー
プごとに成果を発表し、川越先生から各班に講評をいただきま
した。参加した生徒からは「自分が考えたことを代わりに試し
てくれるシミュレーションの便利さや楽しさを学びました。何
度も何度も試行錯誤を重ねて、楽しみながらチャレンジするこ
とができました」といった声が聞かれました。

富士未来学Ⅴ「アカデミック・ライティング講座Ⅰ」高校２学年
パラグラフライティングについて学習し、主題文、総論と各論の違
いなどについて学びました。他の人の論文を読み、読み取ったこと
を基にアブストラクトを作成し、理解を深めました。

休憩も忘れて没頭

標準偏差とは

相関係数を計算

推測統計とは

主題文とは

富士未来学Ⅵ「英語による口頭発表」高校３学年
富士未来学における３年間の課題研究の集大成として、英語による
口頭発表を行いました。ＪＥＴやＡＬＴの指導を受けたり、オンラ
インで海外とつながり、直接指導を受けたりすることで、発表の精
度を高めました。英語の口頭発表



学校の代表として発表

新たに課題を発見

中学生科学コンテスト ８月３日（土）
武蔵野の森総合スポーツプラザメインアリーナにて中学生科学
コンテストが行われ、中学１学年と中学２学年の計６名の生徒
が参加し、実技試験と筆記試験に挑戦しました。参加した生徒
からは「問題は難しかったけど、できた問題もあって楽しかっ
た」といった感想が聞かれました。

ＳＳＨ生徒研究発表会 ８月６日（火）から３日間
８月６日（火）から８日（木）までの３日間、神戸で行われた
スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会に、科学探究部
天文班の３名の生徒が学校の代表として参加してきました。研究
課題は「太陽像を用いたシーイングの測定とその応用」です。こ
こでの経験が、今後の研究の改善につながることを期待します。

サイエンス・ギャラリー ７月２７日（土）
奈良県立青翔高等学校が主催しているサイエンス・ギャラリーに、
代表生徒がオンラインで参加しました。高校２学年の生徒１名が
参加し、「撒水環境は打ち水の効果にどのような影響を与えるの
か」について口頭発表を行いました。質疑応答では条件の違いに
ついてご指導をいただき、新たな課題の発見につながりました。

富士未来学体験授業 ７月３１日（水）から４日間
富士未来学の体験授業として「討論講座」を実施しました。参加
した小学生からは「小学校のディベートとは違って、富士未来学
では１つのテーマに対して２つの見方をしていて、良い体験とな
りました」などの感想がありました。また、中学１学年の生徒に
よるポスターセッションも好評でした。

実技と筆記に挑戦

富士未来学とは

日本地学教育学会 ８月１８日（日）から２日間
８月１８日（日）から１９日（月）までの２日間、大分で行われ
た日本地学教育学会第７８回全国大会（大分大会）に科学探究部
天文班の２名の生徒が参加し、「ジュニアポスター最優秀賞」を
頂きました。他の研究者の発表は、データのまとめ方やデータ量
の多さなど参考になる事ばかりでした。 最優秀賞受賞

富士未来学Ⅳ「ミニ探究（物理・化学）」高校１学年
高校１学年は２学期研究課題を設定し、３学期までに

研究計画を立案します。研究課題を発見する手助けと

して、ミニ探究（物理・化学）の授業を行いました。

物理チャレンジ２０２２の実験課題として出題された

テーマ「お湯の冷め方を調べ、そのしくみを考えてみ

よう」に挑戦しました。１時間目はグループごとに仮

説を立て、実験計画を立案し、２時間目はグループで

実験計画に基づいて実験を行い、３時間目は各自で発

表資料を作成し、グループ内で発表と質疑応答を行い

ました。実験に夢中になっている姿が印象的でした。

今後、理科の課題研究に挑戦することを期待します。 理科の課題研究に挑戦しよう


